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1．はじめに

秋田新幹線は、東北新幹線の高速化に伴い、平成

25年 3月から新型車両 E6系量産車による営業運転

を開始する予定である。新型車両は先頭ノーズ延伸、

シートピッチの統一により現行の E3 系より 1 編成

あたりの座席数が減少するため、1 両増結して７両

編成となる（図‐1）。

図－1 新型車両と現行車両の比較

2．工事概要

本工事は、7 両化に伴う編成長の延伸に対応する

ため、行き違い駅及び信号場の設計有効延伸、お客

さまが乗降される停車駅のホーム有効長延伸、車両

基地の検修設備等の地上設備改修を行うものである。

工期はE6系量産先行車が性能試験を開始するため、

量産先行車折り返し駅及び量産先行車検修設備を有

す、大曲駅、秋田駅、秋田車両センターを第Ⅰ期工

事とし、雫石駅を含む秋田支社管内の停車場設備改

修を第Ⅱ期、その他盛岡支社管内停車場設備改修を

第Ⅲ期工事としている。7両化工事の対象駅（駅:15

箇所、信号場 2箇所、車両センター1箇所）を図－2

として示す。

図－２ ７両化工事施工対象駅

2．設計有効長の考え方

改修計画の策定にあたり、設計有効長の考え方を

下記に記す。設計有効長を確保するために、頭端駅、

片側進入駅、両側進入＋折り返し駅、両側進入行違

い駅の 4つのパターンで計画を決定した。

頭端駅（盛岡、大曲、秋田）

片側進入駅（小岩井・角館）

両側進入＋折り返し駅

（大釜・雫石・赤渕・田沢湖・刺巻・

神代羽後長野・羽後四ツ屋・羽後境・和田）

両側進入行違い駅（大地沢・志度内）

図－3 設計有効長の考え方

3．改修計画

本工事における改修は、設計有効長を確保し、な
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おかつ低コストで施工の難易度が出来るだけ低くな

るように改修方法について、図-4のフローにより選

定を行った。また、それぞれの対象駅、信号場は表‐

5の通りである。

図－4 配線計画策定フロー図

表-5 各配線計画対象駅

配線計画 対象駅・信号場

① 小岩井、赤渕、神代、角館、羽後四ツ屋、和田、秋田

② 大釜、田沢湖、刺巻

③ 大地沢信号場、志度内信号場、羽後長野

④ 雫石、羽後境、秋田車両センター

本稿では、配線計画のうち、分岐器移設及び線形

改良について述べる。

3.1 分岐器移設について

線形変更によっても設計有効長が確保できない駅

については、分岐器移設を行った。分岐器移設につ

いては、用地上の制約や必要有効長の関係から、新

旧の分岐器が重複するため、一夜で施工を完了させ

る必要がある。なお、分岐器移設を行った駅のうち

雫石駅の改修概要を下記に記す。

図-6 雫石駅改修概要

3.2 線形改良について

線形改良が必要な駅・信号場については、軌道延

伸による有効長の確保、カント変更による有効長の

確保、軌きょうの横移動による確保の 3パターンに

よる改修を行った。

軌道延伸による有効長の確保を行った盛岡駅での

事例を以下に記す。（図-7）。

図-7 盛岡駅改修概要

また、軌きょうの横移動については、大地沢信号

場・志度内信号場にて行った。これらの信号場につ

いては分岐器の移設等を行った場合、前後の橋りょ

うやトンネル、防雪設備の改修が必要となり大規模

な施工となることから、図-8に示すような曲線の変

更を行い、現状から約 0.2m ほど横移動、信号機移

設、絶縁新設を行うことによって設計有効長を確保

することとした。

図-8 大地沢信号場改修概要

また、カント変更による有効長の確保は、設計有効長

の確保のために信号機･絶縁を移設した場合、必要な

線間を取る事が出来ない箇所について、カントを変更

することで必要な線間を確保するものであり、本線の線

形を変更することなく有効長を確保できる配線計画であ

る。（図-9）カント低下による有効長の確保を行うことで、

大幅なコストダウンを図ることができた。

図-9 カント変更略図

4．おわりに

秋田新幹線7両化工事は平成25年2月に全ての工

事が完了する。今回の改修計画が、今後の同様な工

事に活かされれば幸いである。
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